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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】インドシアニングリーン（ICG）がヘモグロビン酸素飽和度センサーに及ぼす影響を利用して血流量を
測定できるかを、基礎実験、回路実験、動物実験により検討をおこなった。 
【方法】810nmの反射光度を検知できるヘモグロビン酸素飽和度センサ （ー以下、血管内センサー）を用いた。
（基礎実験）試験管内に血液を入れ、ICGと混合し、血管内センサーで反射光度を測定し、Lambert－Beer 法
を用い反射強度を求め、ICG濃度と反射強度の検量線を作成した。（回路実鼓）回路内を血液で満たし、50 
ml/min～300 ml/minとローラーポンプで制御した循環モデルを作成した。ICG 0.5 mgを注入し、血管内センサ
ーで反射強度を求め、検量線を利用して、時間―濃度曲線を作成し、Fick の原理を用いて血流量を計算した。
計算流量と回路流量を Bland anAltman an lysis で評価した。（動物実験）全身麻酔下に気管挿管した犬3
匹を用い、血管内センサーを肺動脈内に留置して、冷生食3mlに溶解した ICG 5mg を右房内に投与した。肺動
脈内での ICG の反射強度を求め、回路実験と同様の方法で心拍出量を計算した。同時に、熱希釈法で心拍出量
を測定した。ICGを用いた新しい方法と熱希釈法による心拍出量を Bland and Altman analysis で評価した。 
【結果】（基礎実験）ICG 濃度（mg/L）＝反射強度×45.24＋0.05（r2＝0.99）の検量線が得られた。（回路実
験）計算流量（ml/min）＝回路流量（ml/min）×1.00＋7.３８（r2＝0.97）の相関が得られた。（動物実験）
Bland and Altman an lysis で評価し、overall bias 0.5 ml/min、上限値 3.1ml/min、下限値 －2.1ml/min で
あった。 
【結論】ヘモグロビン酸素飽和度センサーとICGを用いた本法による血流量測定は基礎実験、回路実験、動物
実験で信頼性があった。この方法は、既存の混合静脈血酸素飽和度モニタとICG投与を組み合わせて血流量を
測定することが出来ると考えられ、今後、臨床での血流量測定に有用である。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
【目的】 
インドシアニングリーン（ICG）がヘモグロビン酸素飽和度センサーに及ぼす影響を利用して、血流量を測定で
きるかを、基礎実験、回路実験、動物実験により検討した。 
【方法】810 nmの反射光度を検知できるヘモグロビン酸素飽和度センサ （ー以下、血管内センサー）を用いた。 
（基礎実験）試験管内に血液を入れ、ICG と混合し、血管内センサーで反射光度を測定し、Lambert － Beer 法
を用い反射強度を求め、ICG 濃度と反射強度の検量線を作成した。 
（回路実験）回路内を血液で満たし、ローラーポンプで流量を 50 ml/min～300 ml/min に制御した循環モデル
 －296－
 －297－
を作成した。ICG  0.5 mg を注入し、血管内センサーで反射強度を求め、検量線を利用して、時間－濃度曲線
を作成し、Fick の原理を用いて血流量を計算した。計算流量と実測流量を Bland and Altman analysis で評
価した。 
（動物実験）全身麻酔下に気管挿管した犬 3 頭を用い、血管内センサーを肺動脈内に留置して、生理食塩水 3 
ml で溶解した ICG  5 mg を右房内に投与した。肺動脈内での ICG の反射強度を求め、回路実験と同様の方法
で心拍出量を計算した。同時に、熟希釈法で心拍出量を測定した。ICG を用いた新しい方法と熟希釈法による
心拍出量を Bland and Altman analysis で評価した。 
【結果】 
（基礎実験）ICG 濃度（mg/L）＝反射強度×45．24＋0．05（r2＝0．99）の検量線が得られた。 
（回路実験）計算流量（ml/min）＝実測流量（ml/min）×1．00＋7．38（r2＝ ．97）の相関が得られた。 
（動物実験）Bland and Altman analysis で評価し、overall bias 0．5ml/min、上限値 3．1ml/min、下限値 －
2．1 ml/min であった。 
【結論】ヘモグロビン酸素飽和度センサーと ICG を用いた本法による血流量測定は基礎実験、回路実験、動物
実験で良い信頼性が得られた。この方法は、既存の混合静脈血酸素飽和度モニタと ICG 投与を組み合わせて血
流量を測定する新しい方法であり、今後、臨床での血流量測定に応用できると考えられる。よって、本研究者
は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
